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1.　布 の汚れ の程度を数量的 にあ らわす ものとし て反

射率 が，測定 の容 易さのため，よく使われる。た とえば

洗浄 効率 なども反 射串 の変化 を基に し て算出さ れ て い

る。汚 れ量 と反 射率の関係は 対数 関係式 やK/S 関数の

式 などがよく使 われる。 これらの式 は濃度 の狭い 範囲で

し か成 立し ない。 また汚 れの濃度が同じ であっても粒子

の大きさ，形状，付 着状態などによって反 射率の値は異

なる。こ の研究 は布の汚 染法により反 射率が影響を うけ

るか どうかまた従来 の関係式が どの程度 実験と一 致する

かを調べた。
2.　Rees の使用した鉄 のオキシン塩（Ｆｅ-Ｏｘ と略記

す る） を汚 れ粒 子とし て二 液法と粒 子の大きさの異なる

二 種の分散液で種々の濃度に汚染し た 試料布をつ く っ

た。反射率 は光電反射 率計で付着粒 子の量は クロロ ホル

ムで抽出した液 の比色定量から求 めた。ほか にOrange

ＯＴ についても同様 のこ とを行 なっ た。

3.　対 数式 ， クベルカ・ムン ク式 ，シェ ーンベル ク式

な どと実験結果 を比較検討し， クベル カ・ ムンク式 はか

なり実験結果 とよい一 致をみせた。Rees にならって，

粒子 の付着が白布上 よりも粒子上に優先的 に付着し易い

ことを表わす指数 ｎと粒子の表面被覆度を示す係数ｋを

算出した。ｎは粒子の凝集傾向 の大小を示し,   k は粒子

の重量に対する断面積 の割合 を示す ものであ る。二液法

で汚染した布はn,  k に意外な値を示したが，布内部に

生 成した粒子の反 射率の低下へ の寄与が少ないこ となど

によると思われる。


